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(百万円未満切捨て)

１．2022年３月期第３四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 363,154 － 12,359 △14.6 12,374 △16.8 6,983 △20.9

2021年３月期第３四半期 349,357 △2.4 14,476 6.8 14,874 1.7 8,831 △0.6
(注) 包括利益 2022年３月期第３四半期 5,653百万円(△46.9％) 2021年３月期第３四半期 10,638百万円( 8.5％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第３四半期 74.01 67.10

2021年３月期第３四半期 93.45 84.79
　

(注)１ 「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、
2022年３月期第３四半期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。これにより、売上高につき
ましては、対前年同四半期増減率を記載しておりません。
２ 当社は、2021年４月１日付けで普通株式１株につき普通株式２株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当
該株式分割が行われたと仮定して、「１株当たり四半期純利益」及び「潜在株式調整後１株当たり四半期純利益」を算定しておりま
す。

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 320,655 116,911 35.4

2021年３月期 334,498 115,103 33.3
(参考) 自己資本 2022年３月期第３四半期 113,355百万円 2021年３月期 111,440百万円
　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 0.00 － 80.00 80.00

2022年３月期 － 0.00 －

2022年３月期(予想) 41.00 41.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　

(注)当社は、2021年４月１日付けで普通株式１株につき普通株式２株の割合で株式分割を行っております。2021年３月期については当該株
式分割前の実際の配当金の額を記載しております。2022年３月期(予想)については、株式分割後の数値を記載しております。

　

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 530,000 － 22,500 3.2 22,500 3.4 12,500 1.8 132.48
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
　

(注)１ 「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、
2022年３月期の連結業績予想については、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。これにより、売上高の対前期増減率
を記載しておりません。
２ 当社は、2021年４月１日付けで普通株式１株につき普通株式２株の割合で株式分割を行っております。2022年３月期の連結業績予
想における「１株当たり当期純利益」については、当該株式分割後の株式数により算定しております。

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無
　　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年３月期３Ｑ 101,669,400株 2021年３月期 101,669,400株

② 期末自己株式数 2022年３月期３Ｑ 7,319,116株 2021年３月期 7,319,054株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期３Ｑ 94,350,312株 2021年３月期３Ｑ 94,506,546株

　
(注)当社は、2021年４月１日付けで普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の
期首に当該株式分割が行われたと仮定して、「期末発行済株式数」、「期末自己株式数」及び「期中平均株式数」を
算定しております。

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた
っての注意事項等については、【添付資料】３ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧く
ださい。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、新型コロナウイルス感染症に対するワクチン接種が普及

し、主要都市を中心に断続的に発令されていた緊急事態宣言やまん延防止等重点措置が2021年９月末で解除される

など、経済活動回復への期待感が高まりました。一方で、感染力の強い新たな変異株の出現や、半導体不足に端を

発し、原油を含む原材料の供給不足に加え、世界的なサプライチェーンの混乱・寸断等により、依然として景気の

先行きは不透明な状況が続いております。

当社グループの属する医療業界では、同感染症拡大の国内第５波により医療提供体制は一時的にこれまでになく

逼迫する事態となる一方、ワクチン接種の普及による新規感染者数の急速な減少等により、業界動向は昨年の同時

期に比べると回復いたしました。しかし、感染力の強い新たな変異株出現の影響等もあり、引き続き同感染症の急

速な拡大による国内第６波に備えた医療提供体制の強化が求められております。

このような状況の下、当社グループにおきましては、トータルパックプロデュース事業において、例年と比べ小

型のプロジェクト案件が多いこと、またメーカー系については電子部品および樹脂ビニール系製品の入手困難な事

態となり、新規契約を一時的に延期せざるを得ない事態となったことや、メディカルサプライ事業にも共通し感染

症対策商品需要の反動減の影響があったこと等により減益となりました。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は363,154百万円（前年同四半期連結累計期間は349,357

百万円）、営業利益は12,359百万円（前年同四半期連結累計期間比14.6％減）、経常利益は12,374百万円（前年同

四半期連結累計期間比16.8％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は6,983百万円（前年同四半期連結累計期

間比20.9％減）となりました。

なお、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の

期首から適用しております。この結果、売上高については前第３四半期連結累計期間と会計処理が異なることか

ら、経営成績に関する説明において前年同期比（％）を記載せずに説明しております。詳細については、「２．四

半期連結財務諸表及び主な注記 （３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）及び（セグメン

ト情報等）」をご参照ください。

セグメントごとの業績を示しますと次のとおりであります。

なお、第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの区分変更を行っており、当第３四半期連結累計期間の比

較・分析は変更後の区分に基づいております。

①トータルパックプロデュース事業

トータルパックプロデュース事業におきましては、プロジェクト案件が例年比で小型化していることや、メ

ーカー系の電装品部品調達の逼迫による受注調整の影響、コロナ対策補助金を利用する感染症対策商品需要の

反動減の影響、ミャンマー子会社における政変・コロナ禍・金融規制の影響等により、業績は低調に推移いた

しました。一方、大阪コロナ大規模医療・療養センターの整備・運営業務を始めとした同感染症対策の各種サ

ービス事業を新たに受託いたしました。

この結果、売上高は55,864百万円（前年同四半期連結累計期間は64,056百万円）、セグメント利益（営業利

益）は4,049百万円（前年同四半期連結累計期間比33.4％減）となりました。

②メディカルサプライ事業

メディカルサプライ事業におきましては、昨年の同時期に比べて医療機関の稼働率や手術症例数が改善した

こと等により診療材料需要が回復しましたが、一方で、感染症対策商品需要の反動減等により減益となりまし

た。また、診療材料の自動倉庫「大阪ソリューションセンター」が本格稼働したことにより効率的管理・運営

体制が整ってまいりました。

この結果、売上高は266,757百万円（前年同四半期連結累計期間は246,656百万円）、セグメント利益（営業

利益）は4,187百万円（前年同四半期連結累計期間比10.5％減）となりました。
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③ライフケア事業

ライフケア事業におきましては、感染症対策として入居者様とご家族様とをＷＥＢ環境で繋ぐ等の細やかな

情報共有システムの活用をご評価いただき、引き続き高い入居率を維持したこと等により、業績は堅調に推移

いたしました。

この結果、売上高は18,887百万円（前年同四半期連結累計期間は18,476百万円）、セグメント利益（営業利

益）は1,825百万円（前年同四半期連結累計期間比7.1％増）となりました。

④調剤薬局事業

調剤薬局事業におきましては、薬価改定の影響を受けましたが、昨年比で受診回数が回復傾向にあったこ

と、新規出店及び小型のＭ＆Ａ等により、業績は堅調に推移いたしました。

この結果、売上高は21,644百万円（前年同四半期連結累計期間は20,167百万円）、セグメント利益（営業利

益）は2,443百万円（前年同四半期連結累計期間比19.3％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の資産は320,655百万円となり、前連結会計年度末と比べて13,842百万円減少いたし

ました。その主な要因は、商品及び製品が3,637百万円増加した一方、受取手形、売掛金及び契約資産が15,428百万

円、現金及び預金が1,856百万円減少したこと等によるものであります。

負債は203,744百万円となり、前連結会計年度末と比べて15,649百万円減少いたしました。その主な要因は、電子

記録債務が2,134百万円増加した一方、支払手形及び買掛金が8,570百万円、未払法人税等が4,678百万円、長期借入

金が2,388百万円減少したこと等によるものであります。

純資産は116,911百万円となり、前連結会計年度末と比べて1,807百万円増加いたしました。その主な要因は、配

当金の支払により利益剰余金が3,774百万円、その他有価証券評価差額金が1,575百万円減少した一方、親会社株主

に帰属する四半期純利益により利益剰余金が6,983百万円増加したこと等によるものであります。

以上の結果、当第３四半期連結会計期間末の自己資本比率は35.4％（前連結会計年度末比2.1ポイント増）となり

ました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

業績予想につきましては、概ね当初予定通りに推移しており、2021年５月11日に公表いたしました通期の連結業

績予想から変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 73,907 72,051

受取手形及び売掛金 113,720 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 98,292

電子記録債権 4,080 4,553

リース投資資産 3,349 3,589

商品及び製品 16,139 19,777

仕掛品 1,893 3,014

原材料及び貯蔵品 691 1,021

その他 9,762 10,974

貸倒引当金 △1,654 △1,097

流動資産合計 221,890 212,175

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 19,461 20,246

土地 15,947 16,129

賃貸不動産（純額） 10,907 10,878

その他（純額） 11,624 10,540

有形固定資産合計 57,941 57,794

無形固定資産

のれん 9,604 8,521

その他 976 976

無形固定資産合計 10,581 9,498

投資その他の資産

投資有価証券 26,125 24,539

長期貸付金 7,655 7,446

その他 12,043 10,975

貸倒引当金 △1,739 △1,773

投資その他の資産合計 44,085 41,187

固定資産合計 112,607 108,480

資産合計 334,498 320,655
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 102,209 93,639

電子記録債務 21,481 23,616

短期借入金 1,248 2,146

未払法人税等 6,168 1,490

賞与引当金 2,508 1,160

その他 18,326 16,198

流動負債合計 151,942 138,250

固定負債

新株予約権付社債 25,066 25,047

長期借入金 32,721 30,333

退職給付に係る負債 2,902 2,990

資産除去債務 849 870

その他 5,912 6,250

固定負債合計 67,451 65,493

負債合計 219,394 203,744

純資産の部

株主資本

資本金 15,553 15,553

資本剰余金 23,891 23,908

利益剰余金 83,565 86,775

自己株式 △15,526 △15,526

株主資本合計 107,483 110,710

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,923 2,348

繰延ヘッジ損益 0 0

為替換算調整勘定 68 320

退職給付に係る調整累計額 △35 △24

その他の包括利益累計額合計 3,957 2,645

非支配株主持分 3,663 3,555

純資産合計 115,103 116,911

負債純資産合計 334,498 320,655
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

売上高 349,357 363,154

売上原価 311,640 326,745

売上総利益 37,717 36,408

販売費及び一般管理費 23,241 24,049

営業利益 14,476 12,359

営業外収益

受取利息 242 212

受取配当金 232 153

持分法による投資利益 － 74

為替差益 110 －

補助金収入 235 －

貸倒引当金戻入額 1 2

その他 299 266

営業外収益合計 1,122 708

営業外費用

支払利息 251 214

持分法による投資損失 17 －

為替差損 － 367

支払手数料 212 36

その他 242 74

営業外費用合計 724 693

経常利益 14,874 12,374

特別利益

固定資産売却益 4 1

投資有価証券売却益 27 1

その他 2 －

特別利益合計 35 3

特別損失

段階取得に係る差損 92 －

固定資産売却損 6 1

減損損失 61 －

固定資産除却損 20 3

投資有価証券売却損 19 －

その他 22 －

特別損失合計 223 5

税金等調整前四半期純利益 14,686 12,372

法人税、住民税及び事業税 5,114 4,072

法人税等調整額 720 1,410

法人税等合計 5,834 5,483

四半期純利益 8,851 6,889

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

19 △94

親会社株主に帰属する四半期純利益 8,831 6,983
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

四半期純利益 8,851 6,889

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 2,199 △1,575

為替換算調整勘定 △410 323

退職給付に係る調整額 1 16

持分法適用会社に対する持分相当額 △3 0

その他の包括利益合計 1,787 △1,235

四半期包括利益 10,638 5,653

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 10,735 5,671

非支配株主に係る四半期包括利益 △97 △17
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財

又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。これにより、主にメディ

カルサプライ事業における商品販売にかかる収益について、従来は顧客から受け取る対価の総額を収益として認識

しておりましたが、顧客への商品の提供における当社の役割が代理人に該当する取引については、顧客から受け取

る額から商品の仕入先に支払う額を控除した純額で収益を認識する方法に変更しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連

結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高及び売上原価はそれぞれ3,782百万円減少しております。ただし、

第１四半期連結会計期間の期首の純資産に反映されるべき累積的影響額はないため、第１四半期連結会計期間の利

益剰余金期首残高に与える影響はありません。なお、セグメント情報に与える影響につきましては、「２．四半期

連結財務諸表及び主な注記 （３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（セグメント情報等）」をご参照くださ

い。

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた

「受取手形及び売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示するこ

ととしました。なお、収益認識会計基準第89-2項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新た

な表示方法により組替えを行っておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19号及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える影

響はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 2020年４月１日 至 2020年12月31日）

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期
連結損益
計算書
計上額
(注)２

トータルパック

プロデュース

事業

メディカル

サプライ

事業

ライフケア

事業

調剤薬局

事業
計

売上高

(1) 外部顧客に

対する売上高
64,056 246,656 18,476 20,167 349,357 － 349,357

(2) セグメント間の

内部売上高又は振替高
1,928 2,038 180 20,542 24,690 △24,690 －

計 65,985 248,695 18,657 40,710 374,048 △24,690 349,357

セグメント利益 6,083 4,677 1,703 2,047 14,511 △35 14,476

(注)１ セグメント利益の調整額△35百万円には、セグメント間取引消去△60百万円、各報告セグメントに配分して

いない全社費用等34百万円等が含まれております。全社費用等は、主に親会社本社の子会社からの運営費用収

入、営業費用及び報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費の純額であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２ 報告セグメントごとの資産に関する情報

当第３四半期連結累計期間において、㈱エス・ティー・ケー株式を取得し、連結の範囲に加えており、㈱チャー

ム・ケア・コーポレーションの持分を取得し、持分法の適用の範囲に加えております。

当該事象により「ライフケア事業」セグメントにおいて、前連結会計年度の末日に比べ資産が9,859百万円増加し

ております。

３ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれんに関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

当第３四半期連結累計期間において、Okkar Thiri Co., Ltd.及びSnow Everest Co., Ltd.株式を取得し、連結の

範囲に加えております。

当該事象による「トータルパックプロデュース事業」セグメントにおけるのれんの増加額は、3,013百万円であり

ます。

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 2021年４月１日 至 2021年12月31日）

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期
連結損益
計算書
計上額
(注)２

トータルパック

プロデュース

事業

メディカル

サプライ

事業

ライフケア

事業

調剤薬局

事業
計

売上高

(1) 外部顧客に

対する売上高
55,864 266,757 18,887 21,644 363,154 － 363,154

(2) セグメント間の

内部売上高又は振替高
1,318 967 135 80 2,502 △2,502 －

計 57,182 267,725 19,023 21,724 365,656 △2,502 363,154

セグメント利益 4,049 4,187 1,825 2,443 12,504 △145 12,359

(注)１ セグメント利益の調整額△145百万円には、セグメント間取引消去△54百万円、各報告セグメントに配分して

いない全社費用等△87百万円等が含まれております。全社費用等は、主に親会社本社の子会社からの運営費用

収入、営業費用及び報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費の純額であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２ 報告セグメントの変更等に関する事項

第１四半期連結会計期間より、管理区分の変更に伴い、従来「その他」に含まれていた事業を「トータルパック

プロデュース事業」等に含める等、報告セグメントの区分変更を行っております。なお、前第３四半期連結累計期

間のセグメント情報については変更後の区分により作成したものを記載しております。

また、会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、収益

認識に関する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の算定方法を同様に変更しておりま

す。当該変更により、従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間の「メディカルサプライ事業」セグメント

の外部顧客に対する売上高が3,782百万円減少しております。同様に、当第３四半期連結累計期間の「調剤薬局事

業」セグメントのセグメント間の内部売上高又は振替高が23,067百万円減少しておりますが、当該事象による四半

期連結損益計算書計上額への影響はありません。

３ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれんに関する情報

当第３四半期連結累計期間において、固定資産に係る重要な減損損失の認識、のれんの金額の重要な変動及び重要

な負ののれん発生益の認識はありません。
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